
今こそ、平和宣言

　2002 年 11 月、日本バプテスト連盟第 49回定期総会は、「平和に関する信仰的宣言」を採択しました。
2001 年 9月 11日のアメリカ「同時多発テロ事件」。その直後にアメリカが中心になって始まった報復
のアフガニスタンへの攻撃。そして 2003 年 3月イラク戦争が始まりました。世界中が、敵意と憎悪、
報復に巻き込まれていきました。
　こうした状況の只中で「平和に関する信仰的宣言」はなされました。平和を脅かし破壊する出来事が
世界中で続発する中で、そしてこの国も戦争へと歩みを進める中で一貫して、キリスト者として、また
キリストの身体たる教会として選びとるべき信仰的姿勢とは何か。そのことを考え表明しようとしたの
でした。
　「平和に関する信仰的宣言」には、三つの特徴がありました。①進行中の戦争状況下での具体的な信仰
的宣言。②聖書に基づく。③イエス・キリストの赦し・解放の信仰に立つ。
　この宣言が採択されて以来、わたしたちは折に触れて、この宣言を分かち合い、学び、礼拝で交読し、
平和に関しての福音信仰の大切さを繰り返し考え、確認してきたのでした。
　それから 15年が経過しようとしています。しかしこの信仰的宣言は、古び、時代遅れのものになる
どころか、ますます重要になってきています。2003 年・武力攻撃事態対処法、2004 年・国民保護法、
2006 年・教育基本法改正、2007 年・国民投票法、2009 年・海賊対処法、2012 年・自民党憲法改正
草案、2013 年特定秘密保護法、2014 年・教科書検定規準改正、2015 年・平和安全保障関連法（戦争
法）、2017 年・改正組織犯罪処罰法（共謀罪法）。平和に関する信仰的宣言を行った 2002 年から、戦
争の準備や遂行に関する法案や、思想信条や表現、集会結社の自由などの基本的人権を侵害する法案が
矢次早に可決成立してきました。
　街やネット上には、差別・憎悪を煽り撒き散らすヘイトスピーチが溢れるようになりました。沖縄に
対する差別は新基地建設反対運動に対する政府の弾圧によって助長されています。東京都知事は、今年
2017 年 9月 1日に開催される関東大震災時に虐殺された朝鮮人の追悼式で歴代都知事が送っていた追
悼文を送らない、と表明。虐殺犠牲者の数を明らかにする責任のある自治体の長が、約 6000 人とも言
われるその数の根拠を検証することもなく否定し、虐殺がなかったという歴史歪曲主義に加担し、ヘイ
トを助長しています。
　昨年 7月には神奈川県相模原市の福祉施設「津久井やまゆり園」に侵入した元職員によって、重度の
障がいをもつ入所者 19名が殺され、24名が傷害を受ける事件が起きました。自首して逮捕された容疑
者の青年は繰り返し、「生きる意味のないいのち」を奪うことは、この社会の役に立つ行為だ、という
主旨の発言をその後も繰り返しています。経済発展、カネ儲け。それに役に立つかどうかだけが人間の
いのちの意味や価値の判断基準になっている。それはこの容疑者だけの問題ではなく、わたしたちの生
きているこの時代、この社会の全体の現実だと思わせられます。
　不安な時代。その中で、その不安や不満を抱えた大衆の憤懣や苛立ちに迎合し、刺激的で差別的な言
葉で人気を獲得しようとするポピュリズムが、アメリカをはじめ、世界中で大きな傾向になっています。
日本も例外ではありません。
　また朝鮮民主主義人民共和国の核の恐怖がまことしやかに喧伝され、自衛の必要性がますます声高に
叫ばれるようになっています。
　わたしたちのこの時代は、この 15年間で恐ろしいまでに危機的になってきました。今こそ、わたし
たちは、キリストの身体として改めて、信仰に立ちたいと思います。平和を創りだす者として立ち、共
に歩んでいきたいと願うものです。平和に関する信仰的宣言がさらに教会において用いられることを
願っています。
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